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研究成果の概要（和文）：バスケットボールのゲームにおける｢速攻｣｢スクリーンプレイ｣｢個人的攻撃状況｣｢非
ボール保持者のプレイ｣の状況判断能力構造を明らかにし，それぞれのプレイの状況判断能力には競技水準や性
差に応じたトレーニングの必要性があることを明らかにすることができた．さらに，プレイヤーの状況判断傾向
や特徴を把握するために有効な簡易的に実施可能な状況判断能力を評価できるテストを作成した．これらの成果
によって，効果的な状況判断力のトレーニングや状況判断能力に応じた戦術トレーニングのためのコーチングに
貢献することができたと考えられる．

研究成果の概要（英文）：This study extracted the factorial structure of decision-making ability in 
fast break, screen plays, individual offensive situations and plays in a player without the ball, 
and insisted that training, depending on athletic levels and gender, is required in order to improve
 decision-making in each play. Furthermore, this study proposed a test which can evaluate 
decision-making ability and which is both effective and practical when comprehending characteristics
 and tendency. The result of this study is thought to contribute to coaching for training of 
effective decision-making or strategic training according to each player’s decision-making ability.

研究分野：スポーツ方法学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ボールゲームの指導においては，競技力向
上を志向する競技スポーツに限らず学校体
育においてもゲーム状況で｢何をするか｣や
｢どのようにするか｣を競技者が理解するこ
との重要性が指摘されており(French and 
Thomas,1987; Griffin et al.,1997,2001)，ゲ
ームパフォーマンスを向上させるための戦
術学習の必要性が高くなっている．ボールゲ
ームのパフォーマンスには，技術力と共に状
況判断能力が関わっている様々な報告があ
り，Griffin et al.(2001)，中川(1987)は，戦
術的知識とゲームパフォーマンスの相関を
報告している．これらは，戦術学習において
状況判断能力を向上させることの重要性を
示している． また，Griffin et al.(2001)や鬼
澤ら(2006)は，ボールゲームにおける戦術的
知識テストや状況判断テストにおいてボー
ルキープを正答とする問題は，ショット，パ
スを正答とする問題に比べ低い得点を示し
たとしている．そして，八板・青柳(2012)は，
バスケットボールの状況判断テストを実施
し，実技力が優れていれば一様に状況判断力
も優れているというわけではなく，プレイの
種類によって競技力が状況判断の成否に関
わる場合と競技力の影響がみられないプレ
イがあることを報告している．さらに Yaita 
and Aoyagi(2013)は，バスケットボールの速
攻における状況判断テストを大学生に実施
し，得点に性差があることを報告している． 
また，八板・青柳(2014)は，様々な状況に
よって構成された十分な信頼性，妥当性を有
するバスケットボールの状況判断テストバ
ッテリーを作成すると同時に，同一場面であ
っても様々な状況判断が存在することを考
慮し，より多くの専門家の判断を反映する評
価方法を考案している．以上のことから，戦
術学習にはプレイ別に実技力，解決方法の判
断といった各プレイヤーのプレイの特徴を
ふまえる必要があり，さらにコーチング展開
には性差や競技レベルといったプレイヤー
自身の特徴を考慮する必要性が高く，様々な
状況判断の存在することを念頭に置いたコ
ーチングが望まれる． 

 
２．研究の目的 
 (1) バスケットボールの速攻を対象に，様々
な場面におけるより包括的な状況判断能力
テストを実施し，これまで実戦的な場面によ
る検討がなされなかった速攻の状況判断を
規定する包括的な要因を明らかにするため
に因子構造の検討を行う．さらに，抽出され
た状況判断能力因子とチームのゲームスタ
イル，性，競技水準，ポジションとの関連を
検討する． 
 
(2) バスケットボールのスクリーンプレイの
状況判断に関する指導の流れについて，状況
判断能力テストを実施し，状況判断を規定す
る包括的な要因を検討する．さらに，状況判

断能力因子の構造から共分散構造分析を用
いて状況判断能力の習得の因果構造につい
て検討する． 
 
(3) バスケットボールのゲームにおける非ボ
ール保持者の状況判断について包括的な状
況判断能力テストを実施し，非ボール保持者
の状況判断の因子構造の検討を行い，抽出さ
れた状況判断能力因子を構成する項目を検
討し，簡易的に実施可能なテストを作成する
ことを目的とした． 

 
３．研究の方法 
(1) 対象は，5 大学のバスケットボール部に
所属する男女 158名および有資格指導者 8名
とした．第 63 回全日本大学バスケットボー
ル選手権大会の男子 4試合における速攻に関
わるプレイを選択した状況判断テストを実
施し，各項目の採点に基づいて探索的因子分
析によって構造的な関連を見出した．得られ
た因子得点によって 8チームのゲームスタイ
ル，性差，競技水準，ポジションと状況判断
の関連について検討した． 
 
(2) 対象は，5 大学のバスケットボール部に
所属する男女 158名および有資格指導者 8名
とした．第 63 回全日本大学バスケットボー
ル選手権大会の男子の 4試合におけるセット
オフェンスにおいてスクリーンプレイを意
図していると見られるプレイを選択した状
況判断テストを実施し，各項目の採点に基づ
いて因子構造を検証した．次に，仮説的構造
モデルを作成し，共分散構造モデルによって
検証を行った． 
 
(3) 対象は，5 大学のバスケットボール部に
所属する男女158名と同程度の競技水準を持
つ大学バスケットボール部に所属する男女
79名とした．第 63回全日本大学バスケット
ボール選手権大会の男子 4試合における非ボ
ール保持時のプレイヤーのプレイの状況判
断テストを実施し，有資格指導者男女 8名の
解答を基に採点した．構造的な関連を見出す
ために因子分析を行い，簡易テストの項目の
選択は，各因子の因子得点を目的変数として，
ステップワイズ法による重回帰分析によっ
て行った．さらに，作成した簡易テストを実
施し，競技レベルによる基準連関妥当性を一
元配置分散分析によって検証した． 
 
４．研究成果 
(1) 速攻における状況判断能力は，攻撃と防
御の切り替え時に生じる防御側の一瞬の隙
をつける可能性を判断する因子，攻撃側が相
手方との対峙の打破を試行しながら判断す
る因子，数的有利な状況において得点を試み
るための判断をする因子と考えられ，速攻に
関する練習の組み立ては，これらに応じた状
況判断トレーニングの必要性が高いことが
示された． 



また，男子プレイヤーと女子プレイヤーが
異なる判断をする状況があり，男子プレイヤ
ーはシュートを志向する攻撃的な判断が女
子プレイヤーよりも指導者の望む判断をす
る傾向があった．特にアウトナンバーが明ら
かではない状況において異なる判断をする
傾向があり，速攻の各状況におけるトレーニ
ングにおいては，特徴を考慮したトレーニン
グの割合を検討して実施する必要性が示唆
された． 
さらに，確実に得点することが期待できる
状況やショットチャンスを企図する状況に
おいて，競技水準やポジションが状況判断能
力に関与していることが示された．プレイ経
験が豊富で的確な判断が可能なプレイヤー
は，コート上で様々な状況に対応するトレー
ニングが有効であり，それ以外のプレイヤー
は，VTR等によって一定の正しい判断が可能
になるようなトレーニングが有効な手段と
考えられる． 
バスケットボールのコーチングの現場で
は，コート上のチーム単位での状況判断トレ
ーニングだけでなく，競技水準，性差，ポジ
ションによって，個人レベルで弱点を意識し
た状況判断トレーニングの可能性が示され
た． 
 
(2) スクリーンにおける状況判断の因子構造
は，種類については，オフボールスクリーン
とオンボールスクリーンのそれぞれが抽出
され，役割については，カッターにおいては
オフボールとオンボールのそれぞれが抽出
され，スクリナーについては共通していた．
目的については，ショットに結びつくプレイ
において特化した因子が抽出された． 
また，因子に基づいた指導の仮説的構造モデ
ルは，行動形態と難易度における順次性を考
慮した「稲垣モデル」が最も当てはまりの度
合いが高いモデルであった． 
スクリーンの目的や役割については，一定の
順次性を持って指導することがプレイや戦
術の理解とともに状況判断力の向上に重要
であることが示された．特にオフボールスク
リーンにおいては，ユーザーにおける set-off 
playからショットへ結びつくプレイの状況判
断能力が習得されてからスクリナーの状況
判断に関する指導に展開する必要性が認め
られた．また，オンボールスクリーンカッタ
ーについては，スクリナーを含めた他のスク
リーンにおける状況判断能力を習得後に指
導することが効果的な習得のために必要な
順次性となることが示された． 
 
(3)  
バスケットボールのゲームにおける非ボー
ル保持者の状況判断能力の背景に存在する
要因は，どのプレイヤーからどの位置でパス
をレシーブするかといったレシーバーの動
きの方向やタイミングを判断する因子，ショ
ットに結びつくプレイに関わるパスレシー

バーの判断因子，ポストエリアへパスした後
のプレイやポストプレイヤーの動きの方向
やタイミングを判断する因子，ペリメタープ
レイヤーのスペース確保や創出といった全
体的なプレイヤーのバランスを判断する因
子の 4つに分類することができた． 
指導者は，これらの状況にあるプレイヤー
に対して各自の状況判断能力に応じた指導
が必要であり，各プレイヤーの状況判断傾向
や特徴を把握することが不可欠になると考
えられる．特に「ショットプレイ」や「ペリ
メタープレイヤー」では，男子と女子では異
なる判断をする傾向があり，この性差の特徴
を理解してトレーニングの組み立てや，指導
の方法を検討すること必要である． 
また，作成した簡易的に実施可能な状況判断
能力を評価できるテストは，交差妥当性の検
証によって適用可能性の高さが示された．こ
のテストの利用による簡易的な測定によっ
て，指導者のみならず競技水準，性差などに
関わらずプレイヤーが各自の状況判断能力
の特徴を知ることができるので，効果的な状
況判断力のトレーニングや状況判断能力に
応じた戦術トレーニングのために貢献する
ことができると考えられる． 
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